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 第4図  波長固定で境界条件を変化させたときのコヒーレント放射光の強度変
 化(回折格子型分光器による測定),横軸はシールド板間隔(全幅)
 [mm],縦軸はシールド板間隔80mmのときのコヒーレント放射光
 強度で,それ以外のシールド板間隔のときの強度を割った,相対的な
 値である。波長は(a)1.6mm,(b)3.Omm,(c)4.Omm,(dM.5mm,(e石.Omm
 である。図中の実線は回折格子型分光器を用いた通常の測定により得
 られた強度変化,1点鎖線は全幅6mmのスリットを回折格子型分光
 器内の焦点位置に設置し,軌道面から垂直方向に異なる光路を通過し
 て検出器に入射する迷光を遮ったときに得られた強度変化,点線は
 NodvickとSaxonの理論に基づいて計算した強度変化である。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は導体境界によるコヒーレント放射光発生の抑止効果の存在を実験的に立証し,抑止効
 果の特性を解明するために行った実験を解析した結果について論じたものである。本論文はコヒー
 レント放射光の基礎理論と諸特性について解説し本研究で解明しようとする問題の背景を明らか
 にする部分,これを解明するために構築した実験装置と測定器の較正に関する部分,実験で得ら
 れた結果を解析する部分,抑止効果の理論を展開し,この効果が放射光のスペクトルに与える影
 響を理論的に示す部分,実験結果と理論を比較し考察する部分および抑止効果の存在を結論し実
 際の大型円形加速器に適用してコヒーレント放射光が無視し得ない加速器のダクト形状の決定に
 応用する部分からなる。
 本研究は東北大学原子核理学研究施設で観測されたコヒーレント放射光のスペクトルが波長1
 ～2mmの付近にピークを持ちその両側で急激に強度が減少してコヒーレント放射の理論から特
 に長波長側で大きく離れることを問題とし,1940年代に加速器での放射損失が目由空間における
 コヒーレント放射の理論に従わないことを説明するために提案された導体境界による抑止効果の
 理論を適用することを試みた。この理論は重要なヒントにはなっているが提案されただけで検証
 は試みられないままであった。本論文では導体境界のない空間でのシンクロトロン放射光の発生
 を理論的に考察しSchwingerによって導かれた理論式と一致することを確かめ,更に無限平行
 導体による効果を導入しNodvickとSaxonによって導かれた抑止効果の理論式と一致すること
 を確かめて実験データの解析を行い理論と比較している。抑止理論に関する参考文献は殆ど無く
 理論式の真偽の程も定かでない状況の下で実験データと比較出来る理論式を導出し結果として
 Nodvick,Saxonの理論の正当性を実証し,抑止効果の存在を実験的に証明している。
 本審査委員会は以上の研究がコヒーレント放射光の発生技術とコヒーレント放射光の定量的な
 測定技術に裏付けされた研究成果であり,放射光科学と加速器物理学に与える寄与は極めて顕著
 なものがあるとし博士論文として適当であると評価する。又,本論文は自立して研究活動を行う
 に必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。よって,加藤龍好提出の論文は博士
 (理学)の学位論文として合格と認める。
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